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１． 当四半期決算に関する定性的情報
　（1）　経営成績に関する説明

当第1四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税率引上げに伴う影響がありましたものの、政府の経済・金

融政策により、企業収益や雇用情勢は改善が見られ、景気は緩やかな回復基調が続いていると思われます。

当家具・インテリア業界におきましては、回復が本格化せず低調なままに推移しております。この結果、売上高は、

2,010,165千円（前年同期の104.7％）となりました。

セグメント別売上高は、家具商品部門が986,307千円（前年同期の99.0％）と減少しました。

不動産賃貸部門は、981,190千円（前年同期の112.6％）と増加しました。

その他部門であるプラスチック成型品は、42,667千円（前年同期の81.5％）と減少しました。

一方、利益面におきましては、営業利益は、売上高の増加により、506,420千円（前年同期の120.9％）となり、

経常利益は、507,803千円（前年同期の117.4％）となり、四半期純利益は、321,308千円（前年同期の119.8％）

と増益となりました。

　（2）　財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、3,903,717千円となり、前事業年度末に比べ738,901千円の減少となりました。これは主に、現金

及び預金の減少によるものであります。

　 固定資産は、41,137,828千円となり、前事業年度末に比べ834,132千円の増加となりました。これは主に、有形

固定資産の増加によるものであります。

（負債）

流動負債は、1,485,596千円となり、前事業年度末に比べ430,685千円の減少となりました。これは主に、未払法

人税等の減少によるものであります。

固定負債は、3,234,997千円となり、前事業年度末に比べ321,239千円の増加となりました。これは主に、長期預り

敷金の増加によるものであります。

（純資産）

純資産は、40,320,952千円となり、前事業年度末に比べ204,677千円の増加となりました。これは主に、利益剰余

金の増加によるものであります。

　（3）　業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年3月期第2四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成26年5月16日（平成26年3月期

決算短信（非連結）に記載しております)発表のとおり推移しており変更はありません。

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項

該当事項はありません。
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四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

　

（3）
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